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研究成果の概要：2006-2008年度の間、タイ、チェンマイの市中病院であるナコンピン病院に
おいて入院加療を行った市中肺炎症例のうち、インフォームドコンセントの得られた119例
(平均年齢55.0歳)を対象とし以下の検討を行った。119例中29例はHIV感染者 (平均CD4値148.
9)で、90例は非HIV感染者 (平均CD4値527.4)であった。血液培養ではHIV感染者でCryptococ
cus neoformansとPenicillium marneffeiがそれぞれ2例から分離され、非HIV感染者でP. marnef
feiが5例、Acinetobacter baumanniiとBurkholideria pseudomalleiがそれぞれ1例から分離された。
喀痰ではPsedomonas aeruginosa, Haemophilus influenzae, Klebsiella pneumoniaeおよびMycob
acterium tuberculosisなどが検出された。市中肺炎症例の上咽頭拭い液を用いたPCRによるイ
ンフルエンザウイルスのタイピングでは、A型(H3N2)が6例、B型が1例より検出され、これ
らのタイプのインフルエンザウイルスが市中肺炎の初期感染として関与しているものと考

えられたが、H5N1などの鳥インフルエンザウイルスは検出されなかった。 
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１．研究開始当初の背景 

市中肺炎はHIV患者において最も一般的で

致死的な合併症であり、実際多くのHIV患者

が肺炎で亡くなっている。一方インフルエン

ザは毎年世界各地で流行しており、しばしば、

細菌の二次感染を合併し重症肺炎を引き起

こすこともある。2003年以降高病原性鳥イン

フルエンザH5N1は世界各地で発生がみられ、

タイにおいてはヒトでの感染例が報告され

ている。 

 

２．研究の目的 

今回の臨床研究の目的はアジアにおいて

HIV感染者の多いタイにおいて、HIV感染者、

非 HIV 感染者別に市中肺炎の原因菌を調べ、

かつ市中肺炎にどのようなタイプのインフ

ルエンザ感染がどの程度関与しているのか

について明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

2006-2008 年度の間、タイ、チェンマイの

市中病院であるナコンピン病院において入

院加療を行った市中肺炎症例のうち、インフ

ォームドコンセントの得られた患者を対象

として臨床研究を行った。ナコンピン病院で

は胸部レントゲン写真、血液・生化学検査、

パルスオキシメーター、HIV抗体、末梢血リ

ンパ球サブセット等を行い、臨床経過を観察

した。また、血液、喀痰および上咽頭拭い液

を採取し、チェンマイ大学医学部に輸送し、

細菌培養、インフルエンザウイルスの PCRに

よるタイピングなどを行った。 

 

４．研究成果 

119例(平均年齢55.0歳)の市中肺炎症例が登

録された。119例中29例はHIV感染者 (平均

CD4値148.9)で、90例は非HIV感染者 (平均

CD4値527.4)であった。血液培養ではHIV感染

者 で Cryptococcus neoformans と Penicillium 

marneffeiがそれぞれ2例から分離され、非HIV

感染者で P. marneffeiが 5例、 Acinetobacter 

baumanniiとBurkholideria pseudomalleiがそれ

ぞれ1例から分離された。喀痰ではPsedomonas 

aeruginosa, Haemophilus influenzae, Klebsiella 

pneumoniaeおよびMycobacterium tuberculosisな

どが検出された。市中肺炎症例の上咽頭拭い

液を用いたPCRによるインフルエンザウイル

スのタイピングでは、A型(H3N2)が6例、B型

が1例より検出され、これらのタイプのインフ

ルエンザウイルスが市中肺炎の初期感染とし

て関与しているものと考えられたが、H5N1な

どの鳥インフルエンザウイルスは検出されな

かった。 
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